「サンフランシスコ巨人(ジャイアンツ)の星」　2010年4月11日　聖日家族礼拝
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思い込んだら試練の道 を～　   行くが　男の　 ど根性～！    
・・・ということで、サンフランシスコジャイアンツに入るために、野球に青春をかけた男の子のお話をします。

１．「オイラは星野ヒューマ。サンフランシスコ･ジャイアンツに入るため、青春の全てをかけて野球にうちこんでいるんだ。父ちゃんの厳しい訓練を毎日受けながら、サンフランシスコ･ジャイアンツの星を目指してるんだ！」
２．ヒューマ「父ちゃん、もうこんな大リーグ養成ギブスなんてやめてくれよ･･･」

父ちゃん「何を言っておるんじゃヒューマ、こんなことでへこたれているようじゃ、サンフランシスコジャイアンツの星にはなれんぞ！」

　こうして鬼のような父ちゃんにビシビシしごかれながら、ヒューマはサンフランシスコ･ジャイアンツの星を目指して練習に励むのでした。

３．姉ちゃん「ヒューマ、頑張って･･･」

姉ちゃんは、黙って電信柱の影からヒューマを見守るしかありません。弟がいつしかサンフランシスコ･ジャイアンツの星になると信じて、毎日電信柱の影からヒューマを見守っていたのでした。

４．そしてその努力が実り、とうとう星野ヒューマはサンフランシスコ･ジャイアンツに入団することが出来たのです！

５．ヒューマの目は真っ赤に燃えています！「見たか父ちゃん、オイラはサンフランシスコ･ジャイアンツの星に

なったんだぜ！」
６．ところがヒューマは、せっかく入団したのに気が抜けてしまったのか、野球のことではなく、別のことを考えていたのでした。
「野球で成功すれば、寿司が食べれるなぁ～。オイラの家は貧乏だったからなあ、寿司食べるなんて夢のようだ。野球で成功、野球で成功、そして大金持ちっと！」
７．ヒュ～～～～～～ッ、ガッチャ～～～～～～ン～～～～～。余計なことばかり考えながらボールを投げていたら、近所の家の窓ガラスを割ってしまいました！

８．「いかんいかん、野球に専念しなければ。オイラはもっともっと燃えなくちゃ。燃えろヒューマ、燃えろヒューマ！」そう自分に言い聞かせて、再びピッチングに励むのでした。

９．ところが、またしばらくすると余計な事が頭をよぎります。

「野球で成功すれば、女の子にモテモテだよなぁ。まいっちゃうなあ、キャーステキーとか言われちゃってさ、

いやあ、ほんとまいっちゃうなあ、まいったまいった、えへへへへぇ～。」

･･･と、余計なことを考えながらボールを投げていたら･･･

10．「こらぁ～、わしの頭にボールを投げつけたのは誰だぁ～！！」

余計なことばかり考えていたら、道行くどこかのオヤジの頭にボールをぶつけてしまいました。

11．父ちゃん「こらっヒューマ！お前は何をしているんだ。お前はサンフランシスコ･ジャイアンツの星になるために野球に青春をかけてきたんじゃなかったのか!?　それを何だ、余計なことばかり考えて、どうでもいいことに振り回されおって！」
　ヒューマ「ひぇ～、父ちゃんごめんよぉ～。これからはちゃんとキャッチャーめがけてボールを投げるよ。
　　　　　そしてサンフランシスコ･ジャイアンツの星を目指していくよぉ～。」

12．「イエス様から、目を離さないようにしなさい。」ヘブル１２：２
今日のお話しと、イエス様を信じて歩む信仰の道とは、ちょっと似ていますよ。

イエス様のことを思って、イエス様を目指して歩むなら、あなたの毎日は確かなものになります。

でも余計なことばかりに気を取られていたら、イエス様の道から外れちゃうね。

だから、イエス様をしっかりと目指して、イエス様から目を離さないで、毎日歩んでいきましょう。

13．ヒューマ「父ちゃん、オイラこれからもサンフランシスコ･ジャイアンツの星を目指して頑張るよ。そして

イエス様から目を離さないで進んで行くよ！」

　

　　父ちゃん「そうじゃヒューマ、ようやく分かってくれたな。」
　　姉ちゃん「良かったわねヒューマ、さあ、みんなで歌いましょう！」
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イエス様信じたら　信仰の道 を　     行くが　クリスチャンの　生きる 道～♪
おしまい。
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